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知床半島羅臼岳での植生三次元構造に基づく航空レーザ植生図作成
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１．はじめに
航空レーザ（LIDAR）測量により得られたDSM（Digital Surface Model）から、植生の三次元構造を容易に求めること

ができる。落葉樹と常緑樹の区分、植生高、葉の繁っている範囲（樹冠厚）の３点に着目して、LIDAR データから植生
三次元構造を反映した植生図を作成する試みを、知床半島の羅臼岳で行った。この研究は、環境技術開発等推進費「航
空レーザ測量データを用いた景観生態学図の作成と生物多様性データベース構築への応用」（研究代表者：小荒井衛）の
予算による。
２．対象地域の概要と使用データ
羅臼岳の羅臼側登山道に沿った、幅 1km、長さ 4kmの範囲でレーザ植生図を作成した。活葉期のデータは、2008年 9

月 5日に 0.5mグリッド間隔で新規に航空レーザ計測を行った。落葉期のデータは、2004年 6月 6日と同年 10月 19日
計測の２ｍグリッドのアーカイブデータを使用した。
３．植生図作成のアルゴリズム
小荒井ほか（2007）は、都市緑地である新宿御苑を対象に LIDAR データからレーザ植生図を作成し、おおよその植生

分類と対応が良いことを報告している。今回は、閾値は変えたものの基本的アルゴリズムは踏襲して、原生自然環境で
ある羅臼岳でレーザ植生図を作成した。植生高 1.5m未満を裸地・草地・ハイマツ帯とし，それ以外を樹林とした。現地
の代表的な森林植生であるダケカンバ群落、ササ－ダケカンバ群落、エゾイタヤ－ミズナラ群落、トドマツ－ミズナラ
群落の分布域について、植生高のヒストグラムを作成し、閾値を決定した。ここでは、６ｍ未満を低木、10m以上を高
木、それ以外を中木と区分した。活葉期と落葉期の植生高の差が 1m以上を落葉樹、1m未満を常緑樹とした。落葉樹に
ついては、落葉期の植生高が 5m以上有るものは、下層に常緑樹がある複層林、5m未満は単層林と判断した。また、樹
冠厚 10m以上を樹冠厚が厚い、10m未満を樹冠厚が薄いとした。以上を組み合わせて、19分類に区分したレーザ植生図
を作成した。
４．現存植生図との対比
環境省平成 17年度調査の 1/25,000現存植生図と重ね合わせ解析を行った。概ね全体的な傾向を見ると、ダケカンバ群

落、ササ－ダケカンバ群落は樹冠の薄い落葉単層林の低木に、エゾイタヤ－ミズナラ群落は樹冠の薄い落葉単層林の中
低木か樹冠の厚い落葉複層林の高木に、トドマツ－ミズナラ群落は落葉複層林や常緑樹の高木に該当するものが多い。
５．今後の予定
LIDAR の DSMデータから樹冠ポリゴンデータも作成しているので、空中写真判読結果や現地での毎木調査結果と照

らし合わせながら、LIDAR 植生区分図の妥当性を樹冠レベルで検討していく。また、0.5mグリッドの DEMも作成して
いるので、今回作成した LIDAR 植生図と詳細 DEMによる地形分類データとを組み合わせて、原生環境の生物多様性を
評価できるような、景観生態学図の作成に取り組む予定である。
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